






































らにより (+)-T988 C (3) の初の全合成が達成されたものの、T988 A (1) および T988 B (2) の全合成
は報告されていない。今回、当研究室で達成された (+)-gliocladin C (4)の全合成をもとに、誘導体合
成に応用可能な T988類の合成経路の確立を目的とし、本研究に着手した。 
【結果】 (+)-Gliocladin C (4)の合成中間体であるエキソオレフィン 5 に対し、AD-mix-βを用いる
Sharpless不斉ジヒドロキシ化の条件に付すことで、高ジアステレオ選択的に望みのジオールへと変
換した。その後、i-Pr2NEtと DMAP存在下、TBSOTfを作用させ、ジオール保護体 6 を 65%の収率
で得た。続いて、カルボニルα位のブロモ化を経たオレフィン形成反応を検討した。その結果、マ
イクロ波照射下、四塩化炭素溶媒中、AIBN および 2,6-di-tert-butylpyridine (DTBP)存在下、NBS を
90 ℃で反応させる条件において、目的のエナミド 7をほぼ定量的に得ることに成功した。 後に、
Overmanらの手法を参考に面選択的なジヒドロキシ化と硫黄原子の導入を行い、(+)-T988 B (4) およ
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(+)-T988 A (1): n = 3





















































































































































































































































得られるジケトピペラジン 17 に対し、それぞれ上記の 適条件下二量化反応を行ったところ、







































































































































































3. Melinacidin IVの合成研究  
【背景】Melinacidin IV (22)は、抗がん剤であるパクリタキセルと同程







得た。さらに Alloc基の除去と環化反応を同時に行い、一挙に 25 へと導くことで、市販のアミノ酸
誘導体からわずか 3 工程で全炭素骨格の構築を完了した。 
 
	 次に、カルボニルα位の酸化を含む数工程の変換により 26 を得た後、エナミドのジヒドロキシ
化を試みた。しかし、立体的な混み合いにより、T988 類の合成で用いた Sharpless 不斉ジヒドロキ
シ化の条件ではまったく反応が進行しなかった。その後の検討の結果、ピリジン溶媒中四酸化オス
ミウムを作用させた後、生じるオスメートを酸性条件で分解することでテトラオール 27 が得られ
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